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第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
、
生
命
保
険
契
約
等
」
を「
、
新
生
命
保
険
契
約
等
に
係
る
保
険
料
若
し
く
は
掛
金（
第

五
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
契
約
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
生
存
又
は
死
亡
に
基
因
し
て
一
定
額
の
保

険
金
、
共
済
金
そ
の
他
の
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
険
金
等
」
と
い
う
。）を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
部

分
（
第
三
項
に
お
い
て
「
生
存
死
亡
部
分
」と
い
う
。）に
係
る
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、

次
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
保
険
料
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
新
個
人
年
金
保
険
料
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
新
生
命
保
険
料
」
と
い
う
。）又
は
旧
生
命
保
険
契
約
等
」
に
、「
又
は
掛
金
（
次
項
」
を
「
若
し
く
は

掛
金
（
第
三
項
」
に
、「
個
人
年
金
保
険
料
」
を
「
旧
個
人
年
金
保
険
料
」
に
、「「
生
命
保
険
料
」」を「「
旧
生
命
保
険

料
」」に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

新
生
命
保
険
料
を
支
払
つ
た
場
合
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額

イ

そ
の
年
中
に
支
払
つ
た
新
生
命
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
（
そ
の
年
に
お
い
て
新
生
命
保
険
契
約
等
に
基

づ
く
剰
余
金
の
分
配
若
し
く
は
割
戻
金
の
割
戻
し
を
受
け
、
又
は
新
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
き
分
配
を
受

け
る
剰
余
金
若
し
く
は
割
戻
し
を
受
け
る
割
戻
金
を
も
つ
て
新
生
命
保
険
料
の
払
込
み
に
充
て
た
場
合
に

は
、
当
該
剰
余
金
又
は
割
戻
金
の
額
（
新
生
命
保
険
料
に
係
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
限
る
。）を
控
除
し
た
残
額
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）が
二

万
円
以
下
で
あ
る
場
合

当
該
合
計
額

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
度
分
の
予
算
か
ら

適
用
す
る
。

（
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に

お
い
て
「
新
特
例
交
付
金
法
」
と
い
う
。）の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
度
分
の
地
方
特
例
交
付
金
及
び
地
方
交
付
税

か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
一
年
度
分
ま
で
の
地
方
特
例
交
付
金
及
び
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２

平
成
二
十
二
年
度
に
限
り
、
新
特
例
交
付
金
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
「
前

年
度
の
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
前
年
度
の
当
該

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
児
童
手
当
特
例
交
付
金
」
と
、「
前
年
度
の
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
」
と

あ
る
の
は
「
前
年
度
の
児
童
手
当
特
例
交
付
金
」
と
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
七
号
）
の
項

中「（
附
則
第
四
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
る
。

（
首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
）

第
七
条

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
児
童
手
当
特
例
交
付
金
」
を
「
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
」
に
改
め

る
。

（
首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
度
以
後
の
年
度
に
お
け
る

当
該
市
町
村
の
標
準
負
担
額
の
算
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
一
年
度
以
前
の
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の

標
準
負
担
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
二
項
中
「
児
童
手
当
特
例
交
付
金
」
を
「
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
」に
改
め
る
。
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所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

法
律
第
六
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
所
得
税
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
百
四
十
四
条
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
三
中
「
扶
養
親
族
の
」
を
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

三
十
四
号
の
四
と
し
、
同
項
第
三
十
四
号
の
二
中
「
扶
養
親
族
の
」
を
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
」
に
、「
十
六
歳
」

を
「
十
九
歳
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
四
号
の
三
と
し
、
同
項
第
三
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
四
の
二

控
除
対
象
扶
養
親
族

扶
養
親
族
の
う
ち
、
年
齢
十
六
歳
以
上
の
者
を
い
う
。

第
九
条
第
一
項
第
十
七
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
中
「
損
害
保
険
契
約
」
を
「
保
険
業
法
（
平

成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
四
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
損
害
保
険
会
社
又
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
外

国
損
害
保
険
会
社
等
の
締
結
し
た
保
険
契
約
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
を
同
項
第

十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
又
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
を

表
彰
す
る
も
の
と
し
て
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
平
成
元
年
八
月
七
日
に
財
団
法
人
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）、
財
団
法
人
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
昭

和
四
十
年
五
月
二
十
四
日
に
財
団
法
人
日
本
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を

い
う
。）そ
の
他
こ
れ
ら
の
法
人
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
か
ら
交
付
さ
れ
る
金
品

で
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

第
二
十
四
条
第
一
項
中「（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）」を
削
り
、「
収
益
の
分
配
（
」
の
下
に
「
法
人
税
法
第
二
条

第
十
二
号
の
十
五
に
規
定
す
る
適
格
現
物
分
配
に
係
る
も
の
を
除
く
。」を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
価
額
」
の
下
に「（
同
条
第
十
二
号
の
十
五
に
規
定
す
る
適
格
現
物
分
配
に
係
る
資
産
に

あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
そ
の
交
付
の
直
前
の
当
該
資
産
の
帳
簿
価
額
に
相
当
す
る
金
額
）」を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
る
。

第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
旧
株
を
発
行
し
た
法
人
の
行
つ
た
同
条
第
十
二
号
の

十
六
に
規
定
す
る
適
格
株
式
交
換
（
当
該
法
人
の
株
主
に
株
式
交
換
完
全
親
法
人
の
株
式
そ
の
他
の
資
産
が
交
付
さ

れ
な
か
つ
た
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
当
該
旧
株
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
」を
加
え
、「
又
は
第
三
十
五
条（
雑

所
得
）」を
「
、
第
三
十
五
条
（
雑
所
得
）
又
は
第
五
十
九
条
（
贈
与
等
の
場
合
の
譲
渡
所
得
等
の
特
例
）」に
、「
当
該

旧
株
の
譲
渡
が
」
を
「
こ
れ
ら
の
旧
株
の
譲
渡
又
は
贈
与
が
」
に
改
め
る
。
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